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ポリカーボネートのケミカルリサイクル技術の社会実装に向け、現在最大の技術課題となっている再
生モノマーの着色問題を解決するとともに、パイロット装置の設計に向けてリサイクルプロセスを確立
することを目的とする。また、得られた再生モノマーについて顧客企業による評価を行い、事業化に向
けた実現可能性を検証する。

本開発では、ポリカーボネートを含む廃プラスチックから得られる再生モノマーについて、分解・分離・
精製の各工程を見直し、着色を抑制・除去する方法を開発する。また、10L規模のベンチスケールで一

連の工程を検証し、分離・精製方法や運転条件、コスト等を評価することで、次段階となるパイロット装
置の設計に必要な条件を明らかにする。さらに、作製した再生モノマーをPCメーカー等に提供し、品質
評価およびユーザーの購入意向を確認する。
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